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Abstract: Siedlung, which was built in Germany in the late 1920s and early 1930s, influenced the apartment and urban formation in 
Japan.The purpose of this study is to make it clear from what kind of viewpoint Siedlung has been introduced in Japan. It was 
introduced to Japan from the following viewpoint,that case and construction thought, only of a diagram and the rational and design. 
 

１．	研究目的	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
1920 年代後半から 1930 年代前半，ドイツを中心に
建設されたジードルンクは，日本の集合住宅や都市形

成に影響を与えた．そのようなジードルンクが，日本

へどのような視点で紹介されてきたのか，計画に込め

られた都市理念や思想が歪められることなく日本へ受

容していたのかについて明らかにすることを本研究の

目的とする． 
２．	研究方法	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
ジードルンクが建設されていた年代に，日本で発刊

されていた建築雑誌を対象として，ジードルンクにつ

いての記事や論考から，どのように日本へ紹介されて

いたのかを分析していく． 
３．	日本へのジードルンクの受容過程	 	 	 	 	 	  
３−１．	 ジードルンクについて 

 ジードルンク(Siedlung)とは，ドイツを中心としたヨ
ーロッパ諸国で様々な建築家や都市計画家によって建

設された集合住宅のことを示す.ジードルンクは単に
住宅建設だけを目的としたものではなく，その周辺の

都市形成や社会建設を行い，ジードルンク一つ一つが

小さな都市としての機能も担うよう，計画された. 第
一次世界大戦敗戦後，イギリスの田園都市の理念を先

駆けとして，低所得者層に関する生活環境改善を念頭

に，限られた資金の中で，低所得者によりよい生活環

境の住宅を供給することが考えられた.  
３−２．	 対象とする雑誌 
	 ジードルンクについて紹介している文献を１次資料

として用いて，日本への受容過程を考察する．対象と

する雑誌は，『建築時潮』『建築と社会』『新建築』『国

際建築』の４誌で，当時，海外のモダニズム建築のイ

デオロギーを日本へと熱心に紹介していたもの，そし

て様々な発刊期間のものを選定する． 
	 ３−３．	 記事の分類 
ジードルンクやその他関連する集合住宅について書か

れている記事を探し出し，それらの記事がどのような

視点から書かれているのか，Table. に示した 17項目に
分類する．ジードルンクの計画に込められた基本条件

に加えて，都市形成，住宅計画について注目して分類

し，分析を行う． 
４．	記事の分析	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 ４−１．	 基本条件 
	 A:時代背景は，ジードルンクの計画に大きく影響し
ていることから，受容する際に重要であり，分析結果

を見てもそのことに触れている記事が大多数であるこ

とがわかる． 
	 C:事例紹介は，ここで抽出した記事の中には含んで
いないが，写真や図面のみが取り上げられている記事

は『新建築』『国際建築』に多く存在した．このことか

ら、ジードルンクに関して集合住宅の海外の先進的な

事例として日本へと紹介されていたことがわかる．し

かし、その建築背景や都市についての紹介が図版のみ

で論考では示されていないことから，当時の日本では，

ジードルンクの計画よりもデザインや技術に重点を置

いていたと考えられる． 
	 D,E:実際に計画を行った建築家自身が書いている記
事では，持論を展開して思想を示しているものがほと

んどであった，訳による多少の差異はあるものの，内

容が歪められることなく紹介されていると言える． 
	 ４−２．	 都市形成 
 	 F,G:半数以上が都市計画を法律的ではなく，思想と
して示されていることがわかる． 
	 H,I:ジードルンクは田園都市理念から出発している
が，田園都市について触れられていないことがわかる． 
	 J:ジードルンクは，集合住宅の住まいとしての役割を
超えて，新しい都市を形成する１つの提案であると言

えるが，そのような視点でいくつか書かれている記事

は，設計，計画を行った建築家自身が書いた持論の展

開の中で，少し触れられている程度である． 
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	 K,L:ジードルンクの根本的な概要や理念について書
かれているもののほとんどが事例紹介の中で示されて

いて，論考で紹介されているものは見られなかった． 
	 N:ジードルンクの計画には共同体の意識を持った暮
らし方が中心となっていて，計画を行ったブルーノ・

タウトやル・コルビュジエ，ワルター・グロピウスら

建築家自身が書いた記事で示されていて，都市をジー

ドルンクの建設から始めて形成していく計画の中で，

建築的なハード面だけでなく，そこに住まう人やコミ

ュニティ形成，生活習慣の中に共同体の意識を持たせ

ることを示唆していると考えられる． 
	 ４−３．	 住宅計画 
	 O:ジードルンクには集合住宅として，戦後の安価で
質の良い住宅供給を大量に計画，建設されてきた背景

があるため，住宅政策にて書かれた記事の中で，数多

く示されていることがわかる． 
５．	まとめ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

	 	 	 ４誌を用いて，ジードルンクについて書かれた記事

の分析を行ったが，『国際建築』『新建築』は丸 10年分
の記事の中でジードルンクについての記事は非常に少

ないことがわかった．紹介されている内容以前に，紹

介されている記事が少ないことで，正しい情報かどう

かの比較なしに受容してしまう１つの要因となったと

考察できる． 
	 分類した結果，記事の中でジードルンクは，事例や

建築思想，図版のみの紹介が多く，１つの建築形式と

して，そして建築家の思想，合理的で先進的なデザイ

ンといった視点から日本へと紹介されていた．受容す

る際に，ジードルンクの紹介として，都市形成からの

視点での記事が少なく，住宅計画の紹介が多くなされ

ていることから，当時の日本では住宅の計画を重視し

て取り入れようとしていたと考察できる． 
	 よって，計画に込められた都市理念や思想は歪めら

れた伝達をしていたわけではないが，紹介している記

事と，特に都市形成の視点での紹介が少ないことから

ジードルンクに込められた計画の本質を捉えた受容が

なされなかったのではないかと言える．だが，数は少

ないが，「「ジードルンク」とは一つの経済単位である．

然しそれは一つの孤立した存在そのものを形成するも

のと解してはいけないし，又都市との関係を全然忘却

し得るものと考へてはならないこと勿論である．[1]」

といったように，計画した建築家が書いた記事の中に

はジードルンクのあり方を示すもの存在し，そういっ

た海外の文献を，海外の建築の動向を精力的に日本へ

と紹介しようとした蔵田周忠や上野伊三郎らによって，

正しく受容が行われるように活動していた建築家の存

在を確認することができた． 
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Table . Classification  
of an article about  
Siedling and apartment 

� � � � � � � 	 
 � � � �
"
E
J
A

@
L
8
F

�
G
O
H

K
?

5
�

H
L
�
�
B
�

J
A
L
:

J
A
L
:
B

�
E
J
A
P
F

�
E
J
A
D
C

7
P

#
�
�
J
A
�

P
F

�
�
�
�
�
�
�

D
C

�
�
�
�
�
�
�

@
L
N
�
=
N

;
!
C
�
�
M
6

9
D
 
I

9
D
I
<

9
D
K
M

� �

O�>Q JAIG 9DL:

� 


=āŐ¤Š>
ÈŮ ŀË m]r� Ŝ� 
 � � � � � 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 �

 ��� � �oq�n�o¨­þ�îĖ A
�R� ŨĩiU��ki�mor�jUs��d A A

”��d”�rRy�R�]�oþ�îĖ A A
	 y��c�ł�o ŉÂñÆPyxUr��rv_k A
  ćŉR�ŉĆŐd ŉĆŐdS ��myRe�{_k A A A A A A A A A A
 � §�iyoÕ¨Ùø A A A

=āŐP��>
ÈŮ ŀË m]r� Ŝ� 
 � � � � � 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 �

 ��	 
 yxUr��rv_kāŐo§őÌ Ÿ©ŭ�đ A A A A A A A A

·Ě¥ó´îĖyxUr��rnŇcl ¶«ōĬ A

 ��
   a~thURv�UsűoŶ ĸ�� A A A A A

 ��� � îĖÀÐoÑÓ¥o¼e �©ĳ¿đ A A A A A A


 yxUr��rĀ ûÃÇĎ A

yxUr��rv_ko³Ĝ9BW Ÿ©ŭ�đ A

Å¸þ�îĖĮ ľ�òęě A A

ÑÓoîŌë¼ ĳðÉó A A A

  yxUr��rv_ko³Ĝ9EW Ÿ©ŭ�đ A

 ��� � ýţtYœŲr ĳðÉó A A

 �� 
 Õ¨Pî¡PîĖ ÏðĲě A A A A A

 ���  îĖºè¡oĦT¹ ŕ�ŷč A

� }�UuRm_ré÷þ A

=§āŐ>
ÈŮ ŀË m]r� Ŝ� 
 � � � � � 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 �

 ��
 � ŊŬ�UmUR~U��kçnŇl ö�śâ A

 ��� 
 y��c�ł�nŰgwîĖPÜĄ£ăo�Łï ½¦ŪĬ A A A

Ã�Lw× A A

 ���  � �KLKKE#JKŧÁ4IAFCHFIDoÒĐjUs��e A A A A A

 ��� 	 A#�CK�G#�}�uURm_rçµĺŔĽ[Čf A

 ��� � A#�CK�G# A

=�ÞāŐ>
ÈŮ ŀË m]r� Ŝ� 
 � � � � � 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 �

 ��
 � �ĘîĖ¡oºènNcl �ġPŝđ A A

 ���  Êūy�~�i_� �¦Pō�đ A A A

s^rodçoé÷ č�PĴŚ A A A

Îæª�Þ§āŐ�² A

� l_`UrR�iyo§āŐ ½Ņ�PŹŏđ A A A

� îĖÀÐŦĚ �àPť A A A A A

”��d”�roþ�îĖ ½Ņ�PŹŏđ A A A A A A A A

�Þřä? �@ č�PĴŚ A A A P A A

 � �Þřä? �@ č�PĴŚ A A A A

 �� � akRakRakRa�nŰgwîĖÀÐĥĤ ĪĵPšň A A A A A A

� ì®ÀÐdu?C@ yURi���b A A A A

 òPŗėđŞ

Å¸oÕ¨ �Rf�z�ja A A A A A A A

īáPŴ¯Ş

	  �� �ğũāŐŋŤ� A A A

;s]pāŐŋ<�Řä č�PĴŚ A A A A

 � ”UgURrU��d č�PĴŚ A A A A A

  rU��dçÄÙojUs��dnŇl č�PĴŚ A A A A A A A

 ��� � îĖoÿųPîĖēģo�ĥ ĢŎPą¿đ A A A A

y�wyky]�yçoÍüāîĖ¡Ĕ č�PĴŚ A A A A

n�Ui�rodRjUs��doäĠ «�Pħļ A A A

� Å¸āŐP�� }�UuRm_r A A A A A A

n�Ui�rodRjUs��doäĠ?a@ «�Pħ A A A A A


 O�
 287�55�����
!!70�"�2��7O[ĭhlQ }�UuRm_r A A

Ũĩãı�»nŰgwĻoîŌāŐn īáPŴ¯Ş

îŌþôÀÐn¬LwĽŃnĶT

 ��� � Å¸Õ¨Ùø°Ţ¾ ĢŎPą¿đ A A A

� ��rojUs��e }�UuRm_r A A A A A A A A A

�©Pĳ¿đŞ

ĨĈnŰgwîŌ�ÔP³Ĝ BLBGN�M#JB A A A A A A

�ÚPİŞ

 � ĨĈnŰgwîŌ�ÔP³Ĝ?C@ BLBGN�M#JB A A A A A A

�ÚPİŞ

  ĨĈnŰgwîŌ�ÔP³Ĝ?a@ BLBGN�M#JB A A A A A A

�ÚPİŞ

 � Å¸āŐĶSÙønŰgwĞúPĂďoĿÀÐ ��mURe�{_k A A A A A A A A A A A

č�PĴŚQ�ÚPİŞ

 ��� � Õ¨ĆÃņĕo§ØįU§hcîŌĹÛ �Rf�z�ja A A A A A A A A A

õàPůŞ

�Rf�z�ja;Îæé÷þ<[�w č�PĴŚ A A A A


 āŐPÕ¨Ùø  ċPŵâ A A A A

� ��oÕ¨ÙøoMVn  ċPŵâ A A A A

  ;Õ¨Ùø<oÀÐ ń½P¿đ A A A A A


 � � � � � 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 �
¤
¸
ķ
ĉ

ā
Ő
í
Ě

�
Ĝ
ş
ĝ

Ö
Ā

Ä
Ù
�
�
Ċ
o
ä
�

Õ
¨
Ù
ø

Õ
¨
Ù
ø
°

�
Ę
Õ
¨
Ţ
¾

�
Ę
Õ
¨
·
Ē

§
h
c
Õ
¨
o
ê
ß

j
�
s
�
�
d
o
Ţ
¾

j
�
s
�
�
d
o
·
Ē

ā
Ő
Ý
o
ý
Ŗ

ù
¢
±
r
o
Œ
å

î
Ė
�
Ô

î
Ė
Ğ
ú

î
Ė
Ĺ
Û

平成 30 年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 640


